
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

逞

恩

田

は
じ
め
に

筆
者
は
、
先
の
「
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
」
（
本
誌
六
五
加
）
に
お

い
て
、
江
戸
期
に
和
刻
本
と
し
て
板
行
さ
れ
た
朝
鮮
王
朝
時
代
初
期
の
漢
文
小

　
こ
れ
ら
の
今
回
初
め
て
紹
介
す
る
三
伝
本
を
加
え
、
江
戸
期
の
和
刻
本
『
金

贅
新
話
』
は
、
十
一
本
の
伝
存
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
三
本
は
、
和
刻
本

『
金
贅
新
話
』
の
研
究
進
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
下
に
お
い
て
、
三
伝
本
に
つ
い
て
の
書
誌
と
伝
本
に
関
し
て
知
り
得
た
と

説
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
承
応
二
年
（
コ
（
五
　
　
こ
ろ
を
報
告
し
た
い
。

三
）
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
〇
）
の
三
種
の
刊
記

を
も
つ
、
八
伝
本
に
つ
い
て
報
告
を
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
山
形
県
酒
田
市
の
光
丘
文
庫
に
、
万
治
三
年
刊
記
の
一
本
が
蔵
さ

れ
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
早
稲
田
大

学
図
書
館
に
は
、
す
で
に
報
告
済
み
の
万
治
三
年
刊
記
本
の
ほ
か
に
、
よ
り
古

い
承
応
二
年
刊
記
の
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
調
査
の
機
会
が

得
ら
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
隨
心
院
に
蔵
さ
れ
る
承
応
二
年
刊
記
本
の
調
査

も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

一

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

　
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
は
、
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
刊
記
の
本
が
、
現
伝

す
る
最
古
の
伝
本
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
実
に
永
い
間
、
承
応
二
年
刊
記
本
は
、

国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
が
唯
一
の
も
の
と
し
て
存
在
が
知
ら
れ
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
と
、
次
項
に
見
る
隨
心
院
蔵
本

の
二
本
が
新
た
に
確
認
で
き
た
こ
と
で
、
了
子
に
三
本
に
増
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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図　１四十五丁裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

外
題
　
　
（
な
し
）

内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

大
き
さ
　
縦
二
七
・
九
×
横
一
八
・
五
ｍ

表
紙
色
　
緑
色

綴
じ
方
　
五
つ
目
綴
じ

版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字

丁
数
　
　
四
十
五
丁
　
　
内
郭
　
二
〇
・
四
×
一
五
・
一
ｍ

版
心
　
　
上
下
白
口
白
魚
尾
（
一
～
八
、
十
ご
丁
二
十
、
二
十
九
～
四
十

　
　
　
　
五
丁
）
、
黒
魚
尾
（
九
～
十
二
、
二
十
一
上
一
十
八
丁
）

柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
ご

刊
記
　
　
「
承
憲
二
年
仲
春
／
庶
山
舘
道
可
處
士
刊
行
」

①
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
、
す
で
に
報
払
し
た
よ
う
に
、
万
治
三
年
刊
記

の
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
が
一
本
蔵
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
伝
本

以
外
に
も
う
一
本
、
承
応
二
年
刊
記
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
初
め

て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
承
応
二
年
刊
記
本
は
、
国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
蔵
本
の
一
本
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
本
は
和
刻
本
『
金
贅

新
話
』
研
究
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
な
お
平
成
三
年
十
二
月
早
稲
田
大
学

図
書
館
刊
の
『
早
稲
田
大
學
圖
書
館
所
蔵
漢
籍
分
類
目
録
』
に
は
、
承
応
二

年
刊
記
本
の
記
載
が
な
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
そ
の
時
点
で
未
整
理
で
あ

首
簒
一
二
脈
忿
亙
旅

胤
が
功
業
仄
声
薦
良
ぶ
一

考
皇
岑
兪
λ
妻
挑
蓼

唇
Ｌ
軋
虻
爪
祭
衷

難
数
偕
秀
、

明
μ
奮
手
二
ｏ
ｒ
　
±
r
言
求
ｔ
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っ
た
か
、
所
蔵
所
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

②
　
前
表
紙
の
右
下
に
、
「
風
陵
文
庫
／
文
庫
１
９
／
Ｆ
１
８
９
」
の
書
票
が

　
貼
ら
れ
て
い
る
。
前
表
紙
に
題
簑
は
無
く
、
手
書
き
の
書
名
な
ど
も
記
さ
れ

　
て
い
な
い
。
表
紙
の
色
は
か
な
り
退
色
し
剥
が
れ
落
ち
て
い
る
こ
と
を
見
れ

　
ば
、
も
と
も
と
題
谷
が
貼
っ
て
あ
っ
た
が
剥
が
れ
落
ち
た
と
考
え
る
こ
と
も

　
で
き
よ
う
。
伝
本
全
体
に
虫
食
い
は
少
な
く
、
本
の
保
存
状
態
は
良
好
で
、

　
資
料
的
価
値
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

③
　
一
丁
表
の
右
下
匡
郭
内
に
、
蔵
書
印
記
「
南
埜
」
「
養
云
居
」
が
あ
り
、

　
右
下
匡
郭
外
に
は
「
欣
魚
荘
文
庫
」
の
朱
印
記
が
見
ら
れ
る
。
（
図
１
参
照
）

　
　
ま
た
、
四
十
五
丁
裏
左
匡
郭
の
外
に
、
明
治
壬
子
一
月
廿
二
日
に
神
田
裏

　
神
保
街
村
口
書
舗
で
求
め
た
と
い
う
本
購
入
者
に
よ
る
白
書
が
見
ら
れ
る
。

　
（
図
１
）
の
ち
早
稲
田
大
学
の
沢
田
瑞
穂
氏
が
購
入
、
そ
の
後
図
書
館
所
蔵

　
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

圃
　
こ
の
伝
本
に
は
、
ほ
ぼ
全
編
に
わ
た
り
、
朱
引
き
が
さ
れ
て
い
る
。
単
語

　
の
種
類
に
従
っ
て
、
本
文
の
単
語
の
右
側
、
中
央
、
左
側
の
位
置
に
、
朱
筆

　
の
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
文
読
解
の
跡
が
随
所
に
残
さ
れ
て

　
い
て
、
『
金
贅
新
話
』
享
受
の
様
相
が
う
か
が
え
る
の
は
興
味
深
い
。

二
　
隨
心
院
蔵
本

整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

①

外
題

内
題

大
き
さ

題
簑
「
胆
　
金
贅
新
話
」

「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

縦
二
七
・
七
×
横
一
八
・
一
ｍ

　
表
紙
　
　
標
色

　
綴
じ
方
　
五
つ
目
綴
じ

　
版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字

　
丁
数
　
　
四
十
五
丁
　
　
内
郭
二
〇
・
四
×
一
五
・
一
五
ｍ

　
版
心
　
　
上
下
白
口
白
魚
尾
（
一
～
八
、
十
ご
丁
二
十
、
二
十
九
～
四
十

　
　
　
　
　
五
丁
）
、
黒
魚
尾
（
九
～
十
二
、
二
十
一
圭
一
十
八
丁
）

　
柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
ご

　
刊
記
　
　
「
承
憲
二
年
仲
春
／
庶
山
舘
道
可
處
士
刊
行
」

　
隨
心
院
は
、
京
都
市
山
科
区
小
野
に
所
在
す
る
言
言
宗
善
通
寺
派
の
大
本

山
で
あ
り
、
門
跡
で
あ
る
。
小
野
小
町
由
緒
の
遺
跡
や
、
庭
園
で
も
広
く
知

ら
れ
る
。
「
当
山
は
、
真
言
宗
善
通
寺
派
の
大
本
山
に
し
て
、
弘
法
大
師
御

入
定
後
、
百
二
十
一
年
、
弘
法
大
師
よ
り
八
代
目
の
弟
子
に
あ
た
る
、
仁
海

僧
正
の
開
基
に
し
て
、
一
条
天
皇
の
正
暦
二
年
（
西
暦
九
九
一
年
）
奏
請
し

て
、
こ
の
地
を
賜
り
呈
寸
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
」
（
隨
心
院
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）
と
解
説
さ
れ
る
。
慶
長
四
年
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
、
今
日
に
至
る
と
い

隨
心
院
本
に
つ
い
て
の
紹
氷
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
報
告
に

六
九

い
う
隨
心
寺
は



〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

表紙　隨心院蔵図　２四十五丁裏

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

誤
り
で
、
隨
心
院
が
正
し
い
。

　
前
表
紙
右
下
に
、
「
隨
心
院
聖
教
／
第
一
四
八
函
／
第
二
三
琥
」
と
記
載

し
た
図
書
分
類
の
書
票
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
（
図
２
参
照
）
し
か
し
、
隨
心

院
に
は
、
所
蔵
す
る
文
献
類
に
つ
い
て
の
目
録
は
あ
る
が
、
内
部
用
の
も
の

で
、
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

㈹
　
前
表
紙
左
上
に
、
「
皿
匹
　
金
贅
新
話
」
と
刷
る
双
辺
の
題
簑
が
貼
ら
れ
て

　
い
る
。
（
図
２
参
昭
）
「
皿
匹
」
と
い
う
角
書
は
林
羅
山
に
よ
る
訓
占
を
意
晦

(4)

⑤
す
る
も
の
で
、
と
な
る
と
承
応
二
年
刊
記
の
伝
本
の
段
階
で
、
羅
山
訓
点
を

い
う
角
書
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
か
。
た
だ
、
題
簑
に
剥
が
れ
や
退
色
が
あ

ま
り
な
く
比
較
的
良
好
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
現
表
紙
が
後
補
の
表
紙
で

あ
る
こ
と
か
ら
察
す
る
に
、
承
応
二
年
時
で
は
な
く
、
改
装
時
の
題
谷
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
断
言
は
で
き
な
い
。

　
刷
り
の
状
態
を
見
た
と
こ
ろ
、
墨
は
国
立
公
文
書
館
蔵
本
に
近
い
程
度
の

鮮
明
さ
を
保
持
し
て
い
る
。
し
か
し
惜
し
い
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
接

し
た
伝
本
の
な
か
で
最
も
虫
食
い
欠
損
が
多
い
伝
本
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

最
も
古
い
刊
記
を
も
つ
本
と
し
て
資
料
価
値
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　
一
丁
表
や
末
丁
な
ど
そ
の
他
い
ず
れ
に
も
、
隨
心
院
の
印
記
や
蔵
書
印
な

ど
は
見
ら
れ
な
い
。
隨
心
院
顧
問
（
文
化
財
）
の
藤
本
孝
一
心
に
よ
れ
ば
、

こ
の
本
が
い
つ
所
蔵
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
さ
れ
る
。
今
後
の
調
査
を
ま
ち
た
い
。
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ま
た
、
蔵
書
印
記
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
書
き
入
れ
・
付
線
・
朱
引
き
な

　
ど
と
い
っ
た
、
後
人
に
よ
る
本
へ
の
関
与
を
表
す
も
の
も
全
く
見
ら
れ
な
か

　
っ
た
。

㈲
　
こ
の
伝
本
の
特
徴
と
し
て
表
紙
が
あ
る
。
現
在
は
、
綴
じ
糸
が
完
全
に
切

　
れ
て
、
前
後
の
表
紙
と
も
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
表
紙
は
原

　
表
紙
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
料
紙
は
、
他
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、

　
文
様
入
り
の
上
質
の
も
の
を
用
い
て
い
て
目
を
引
く
。
藤
本
氏
は
こ
れ
を

　
「
空
摺
り
の
雷
紋
つ
な
ぎ
唐
草
文
様
」
の
料
紙
だ
と
さ
れ
、
こ
れ
に
従
う
。

三
　
光
丘
文
庫
蔵
本

整
版
（
木
版
）
　
　
大
本
　
　
一
冊

外
題
　
題
谷
「
詰
金
勢
新
話
全
」

内
題
　
　
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
」

大
き
さ
　
縦
二
六
・
五
ｘ
横
一
七
・
五
ｍ

表
紙
　
　
標
色

綴
じ
方
　
五
つ
目
綴
じ

版
式
　
　
四
周
単
辺
有
界
　
十
行
×
二
十
字

丁
数
　
　
四
十
五
丁
　
　
　
内
郭
　
二
〇
・
二
五
×
一
五
・
一
五
ｍ

版
心
　
　
上
下
白
口
白
魚
尾
（
一
～
八
、
十
ご
丁
二
十
、
二
十
九
～
四
十

　
　
　
　
五
丁
）
、
黒
魚
尾
（
九
～
十
二
、
二
十
一
圭
一
十
八
丁
）

　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

①②
　
柱
刻
　
　
「
梅
金
贅
　
　
（
丁
数
）
」

　
刊
記
　
　
「
萬
治
三
暦
仲
夏
吉
且
／
飯
田
忠
兵
衛
新
刊
」

　
山
形
県
酒
田
市
日
吉
町
所
在
の
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
に
、
和
刻
本
『
金

贅
新
話
』
　
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
光
丘
文
庫
発
刊
の
『
光
丘
文
庫
所
蔵

漢
籍
分
類
目
録
』
に
、
「
梅
月
堂
金
贅
新
話
　
一
　
万
治
三
　
七
三
九
」
と

記
載
さ
れ
る
。

　
前
表
紙
に
貼
ら
れ
た
図
書
票
に
は
、
枠
の
三
方
に
「
羽
洲
／
庄
内
／
本
間

家
」
の
字
が
刷
ら
れ
、
中
に
「
全
一
冊
／
京
ニ
ノ
ニ
番
／
一
琥
」
と
記
さ
れ

る
。
（
図
３
参
照
）
ま
た
、
一
丁
表
下
に
「
３
１
１
／
７
９
／
１
」
の
図
書

番
号
票
が
貼
ら
れ
る
。

　
光
丘
文
庫
と
い
う
の
は
、
山
形
県
庄
内
地
方
（
現
在
は
酒
田
市
）
の
本
同

家
が
旧
蔵
す
る
書
籍
を
主
体
と
す
る
文
庫
で
あ
る
。
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
、

光
丘
文
庫
刊
の
案
内
書
（
「
光
丘
文
庫
の
沿
革
」
）
翁
に
よ
っ
て
次
に
略
記
す

れ
ば
、
宝
暦
八
年
（
一
七
　
五
八
）
、
本
間
家
三
代
の
当
主
光
丘
（
四
郎
三

郎
光
丘
・
享
保
一
七
－
享
和
口
氏
は
、
同
家
中
興
の
祖
と
し
て
実
業
に
功

績
が
大
き
く
、
ま
た
文
事
に
関
心
が
高
く
、
僧
俗
一
般
庶
民
の
修
学
の
た
め

無
料
宿
泊
所
と
図
書
館
を
兼
ね
た
寺
院
の
建
立
を
再
三
江
戸
幕
府
に
願
い
出

た
が
、
新
寺
停
止
の
政
策
に
よ
り
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
大
正
十
二
年
、

本
間
家
八
代
目
の
光
弥
当
主
は
、
光
丘
の
遺
志
を
継
ぎ
、
祖
先
伝
来
の
蔵
書

約
二
万
冊
と
建
設
費
及
び
維
持
基
金
十
万
円
を
寄
贈
し
て
、
財
団
法
人
「
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

図３　表紙　光丘文庫蔵図４　四十五丁裏

七
二

図５　後表紙見返し

丘
文
庫
」
を
設
立
し
た
。
昭
和
二
五
年
に
酒
田
市
立
図
書
館
が
設
立
さ
れ
、

昭
和
三
三
年
四
月
に
光
丘
文
庫
は
蔵
書
約
六
万
冊
並
び
に
建
物
等
一
切
を
酒

田
市
に
寄
付
し
て
、
酒
田
市
立
図
書
館
の
名
称
を
「
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
図

書
館
」
と
改
称
し
た
。
昭
和
五
七
年
に
は
、
中
央
図
書
館
設
置
を
受
け
、
名

称
を
再
び
「
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
」
と
改
称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い

　
光
丘
文
庫
は
、
本
同
家
が
歴
代
に
わ
た
り
収
集
し
た
和
書
・
漢
籍
な
ど
の

古
典
籍
を
け
じ
め
、
県
・
市
指
定
の
文
化
財
、
古
文
書
郷
土
資
料
、
寄
贈
書

等
、
七
万
六
千
七
〇
〇
余
冊
（
点
）
を
所
蔵
し
て
い
る
。
和
書
約
二
万
四
千

冊
の
う
ち
、
特
に
俳
書
は
、
光
丘
白
身
が
俳
号
を
も
ち
庄
内
俳
諧
盛
行
の
歴
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(3)

史
も
あ
っ
て
著
名
で
あ
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
共
同
研
究
報
告

『
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
俳
書
解
題
』
が
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
漢
籍
約
六
千

八
百
冊
に
つ
い
て
も
、
漢
学
の
基
本
図
書
が
よ
く
揃
い
、
質
が
高
い
と
評
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
光
丘
が
▽
几
歳
よ
り
播
州
姫
路
の
奈
良
屋
で
修
業
し

た
折
、
漢
籍
の
講
釈
、
聖
賢
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
や
、
本
同
家
が
庄
内
地

方
を
本
拠
地
に
日
本
海
を
京
都
ま
で
往
き
来
す
る
北
前
船
で
活
躍
し
旭
こ
と

な
ど
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　
光
丘
文
庫
蔵
本
は
、
万
治
三
年
刊
記
の
本
で
、
そ
の
な
か
で
も
板
元
「
飯

田
忠
兵
衛
新
刊
」
を
刊
記
に
刷
る
伝
本
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。
（
図
４
参

照
）
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
と
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と

同
じ
く
、
「
飯
田
忠
兵
衛
」
が
新
刊
し
た
『
金
贅
新
話
』
で
あ
っ
た
。
本
文

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
両
伝
本
同
様
、
二
十
二
丁
裏
９
行
に
は

「
風
」
で
は
な
く
「
嵐
」
字
で
あ
る
の
を
確
認
で
き
た
。
そ
の
資
料
が
一
本

増
え
た
わ
け
で
あ
る
。

圃
　
前
表
紙
に
は
、
双
辺
の
刷
り
題
谷
「
皿
四
　
金
贅
新
話
　
全
」
が
貼
ら
れ

て
い
る
。
（
図
３
参
照
）
こ
の
点
も
、
隨
心
院
蔵
本
と
同
様
、
訓
点
者
林
羅

山
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
。

　
た
だ
、
「
全
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
写
真
で
は
見
え
な
い
が
、
原
本
に
は

わ
ず
か
に
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
「
全
」
と
判
読
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
虫
食
い
欠
損
が
ま
ま
あ
り
紙
の
傷
み
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
保
存
は
良
好

　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

⑤
な
方
で
あ
る
。

　
一
丁
表
に
は
、
寄
贈
印
の
他
に
、
蔵
書
印
三
点
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
「
光

丘
文
庫
」
と
い
う
大
小
の
朱
方
印
、
そ
し
て
鳥
甲
印
（
印
文
は
「
本
同
氏
図

書
」
。
朱
墨
混
捺
印
）
の
三
点
。
鳥
甲
印
は
、
船
形
に
も
見
え
る
絵
模
様
の

美
し
く
珍
し
い
図
柄
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

　
ま
た
、
後
表
紙
の
見
返
し
に
は
、
香
炉
印
（
印
文
は
「
本
間
本
間
両
室

洞
」
。
朱
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
童
子
と
お
ぼ
し
い
三
童
子
が

大
き
い
壷
を
担
ぐ
絵
柄
で
、
こ
ち
ら
も
珍
し
い
。
（
図
５
）

お
わ
り
に

　
以
上
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
は
、
こ
れ
で
現

在
合
計
十
一
本
の
伝
存
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
最
も
古
い
刊
記
は
承
応
二

年
刊
記
で
、
一
本
あ
っ
た
の
が
三
本
に
増
え
た
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

本
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
・
隨
心
院
蔵
本
、
と
な
る
。

　
そ
し
て
、
万
治
三
年
刊
記
の
伝
本
は
、
「
飯
田
忠
兵
衛
」
板
元
が
出
し
た
伝

本
が
二
本
か
ら
三
本
に
増
え
た
。
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
・
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
光
丘
文
庫
蔵
本
、
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
六
伝
本
は
、
二
十
一
丁
か
ら
二
十
四
丁
ま
で
が
覆
刻
さ
れ
る
以
前

の
刷
り
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
特
に
一
例
だ
け
挙
げ
る
な
ら
、
二
十
二

丁
裏
９
行
の
「
晴
嵐
欲
雨
」
の
「
嵐
」
が
、
底
本
で
あ
る
朝
鮮
刊
本
『
金
贅
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
（
続
）

話
』
（
現
中
国
大
連
図
書
館
蔵
。
養
安
院
旧
蔵
本
）
と
同
じ
く
「
嵐
」
の
字
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
研
究
進
展
に
寄
与
す
る
貴

重
な
資
料
と
な
る
。

注①
　
拙
稿
「
〈
資
料
紹
介
〉
和
刻
本
『
金
贅
新
話
』
の
諸
本
－
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た

　
朝
鮮
時
代
の
小
説
－
」
『
同
志
社
国
文
学
』
第
六
五
号
、
二
○
○
六
∴
二
。

②
　
早
川
智
美
『
金
贅
新
話
－
訳
注
と
研
究
－
』
和
泉
書
院
、
二
○
○
九
。

③
　
道
春
訓
点
と
林
羅
山
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
朝
鮮
刊
本
『
金
贅
新
話
』
と
林
羅
山
」

　
（
『
朝
鮮
文
学
論
叢
』
白
帝
社
、
二
〇
〇
二
）
や
注
①
で
言
及
し
て
い
る
。

④
　
隨
心
院
蔵
書
調
査
時
ご
膝
本
孝
一
氏
（
龍
谷
大
学
客
員
教
授
・
前
文
化
庁
美
術
学

　
芸
課
主
任
文
化
財
調
査
官
）
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。

⑤
　
森
川
昭
「
光
丘
文
庫
と
庄
内
俳
諧
史
」
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
『
酒

　
田
市
立
光
丘
文
庫
俳
書
解
題
』
明
治
書
院
、
▽
几
八
三
。

⑥
　
堀
川
豊
永
『
救
荒
の
父
　
本
間
光
丘
翁
』
（
人
文
閣
、
昭
▽
几
）
、
岡
本
好
古
「
本

　
間
光
丘
」
（
『
歴
史
の
群
像
７
』
集
英
社
、
昭
5
9
）
な
ど
を
参
照
。

〔
付
記
〕
　
資
料
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
光
丘
文
庫
・
隨
心

　
　
　
院
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

七
四




